
第 1 0 回 M E L O N 環境市民講座

冬の渡り鳥を見に行こう!
- 天然記念物 ･ 雁( ガン) のねぐら入り -

甑 9 : 5 0 仙台駅西口大型バス駐車場

匿司 2 0 名 ( 申込先着順) 匝惑 1 2 /1 4 ( 水)

匪 頭 M E L O N 会員 ¥ 1 , 0 0 0 一

般 ¥ 1 , 5 0 0

※ 中学生害帽一

会員の家族 ¥ 5 0 0 中学生 ( 一般) ¥ 8 0 0

※終 了時 刻力
i遅く ､ 外で の観察会です. 小学生以下 の 参加はご遠慮ください｡

匝惑 電話､ F A X ､ メ ー ル などで以下 申込書の内容を

M E L O N 事務局へ ご連絡ください

( 財) みやぎ ･ 環境とく らし ･ ネ ッ トワ ー ク ( M E L O N )
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第 1 0 匝I M E L O N 環境市民講座 ｢ 冬の渡り鳥を晃に行こう ! ｣ 参加申L / 込み書

ふ り が な
性別 男 / 女

○ をつ けて< だ さい

氏名

M ∈し○N 会員 / 一般参加

生年月日 西暦 年 月 日

丁E L 携帯

住所

※ 保険をかけますので 必ず上記情報をお知らせ ください . この 情 報は恭企画L
ti 外の 巨柑匂で使用いたしません｡

※ F A X ､ メー)L でお申し込 み の 方は､ ヨB が経過 しても事沌局から連紡がない場 合 ､ お手 数ですがお電話ください o



このチラシは再生紙 ･ 大豆 イ ンクを使用 して います

M E L O N 環境市民講座
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(? じ よ ぬ 苦 かぶくりぬま

国際的に重要な湿地を守る ｢ ラムサ
ー ル条約｣ 登録湿地の化女沼 ･ 伊豆沼 ･ 蕪栗沼｡ そ こは､ ガ ンの 越冬地で

もありますo か つ て ｢ 日本の風景｣ そのものだ っ た渡り鳥ガンは､ 生息地の 消失と乱獲により絶滅の危機に 直面 ､

1 9 7 1 年に国の天然記念物に指定されました｡

本観察会では､ ガンの特徴やガンをとりまく環境につ いてお話をうかがいながら伊豆沼 を散策 します ｡ 観察会の

最後に見る何万羽ものガンのねぐら入 りは圧巻です ! ! 水鳥たちに とっ て大切な湿地の保全や水環爵 ､ そ して私た

らのくらしに つ いて考えて みませんか?

藷 ス フ t

> 二
-

スクジュ ー ル

･

x
･

天 候等に よ り若干 変更とな る 場合があ

9 : 5 0 【集合】 仙台駅西 口大型バス駐車場

1 0 : 0 0 【出発】

l l : 0 0 化女沼ダム観光資料館 (大崎市古川)

講師 : 池内俊雄さんからお話し

1 2 : 0 0 一伊豆5召へ 移動- ※パス内で 昼食 (持参)

1 3 : 0 0 伊豆沼内沼サンクチュアリセンタ
ー

野鳥館 ( 栗原市若柳)

以降講師 : 呉地正行さんによる案内

1 3 : 1 5 伊豆 沼周辺を散策 ･ 野鳥観察

1 5 : 0 0 - 蕪栗沼 へ移動 -

1 5 : 3 0 蕪栗沼駐車場到着 (大崎市Ef] 尻)

* 観察後の軽食 (帰りのパ スの 中で エ ネルギ
ー

補給用)

* 双眼鏡 * 懐中電灯

(以下はお持らであればご持参 < ださい)

* 鳥類図鑑 * 望遠鏡
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謁祭

藷 講師プロフ 十 ル 療
暮 池内俊雄さん
･ ( 雁の里親友の会､ エ コパル化女沼理事)

1 9 6 0 年埼玉県大宮市 (現さいたま市) 生まれ

1 9 8 3 年青山学院大学文学部史学科卒業

神奈川県県民部神奈川県史編纂部嘱託職員を経て ､ 埼

玉県の 公立中学校に 4 年間勤務｡

1 9 8 5 年 ｢ 雁 の 里頼友の 会｣ の事務局をつ とめ､ 渡り

鳥の標識調査などの活動を行なう｡

2 0 0 9 年 ｢ エ コ パ ル化女5召｣ の理事に就任 o

■呉地正行さん

( M E L O N 理事､ 日本雁 を保護する会会長)
1 9 4 9 年 神奈川県平塚市に生まれる

1 9 7 7 年 東北大学理学部物理学科卒業

1 9 8 1 年 8 本島学会より鳥学研究賞受賞

1 9 9 4 年 E] 本鳥類保護連盟総裁賞受賞

2 0 0 1 年 ｢ みどりの日｣ 自然環境功労者環境大臣表彰

現在は日本雁を保護する会会長を務め､ さまざまな場

面で 活琵書中｡

療 ご了承くだ か 療
* 鳥の状況や天候､ 交 通事情によ り解散時閤が変更になる場合があ ります｡ あらか じめ ご了
承 ください｡

* 荒天 候の 場合は中止 と なり ます｡ 中止 の場合は 当E] の 朝 8 : 0 0 ま で に ご連結 しますo

* 伊豆 沼 で は1 時間か け て ゆっ < り遊歩道を散策する予 定 で す｡ ま≡た 蕪栗ヲ召iまぬ か る ん で い

る 場所もあり､ 風 をさえ ぎる も の がありませ んo 歩きやすい靴 ･ あた た か い服 装で ご参

加 < ださい｡

* 昼食 は 事前にすませ る か ､ 持参の 上 バ スの 中で 召 し上 が っ て いた だ くよ う にな り ます｡ ま

た ､ 帰り も遅 < な る た め軽食等を ご持 参 ください o

* フ ラ ッ シ ュ をた いて の 写 真機影 は ご遠慮 くださ い ｡

* 本活動を広報す る 白的で 皆さまの活動 の様子を撮影させ て いた だきます｡ 写真 は 当団 体の
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ジ ､ 情手折尉こ掲載する 予定で す ｡ ご理 解と ご協力をお願い い た します ｡ ご都

合が悪 い 方はあ らか じめ ご相談 < ださい｡

* 終 了時刻 が遅< ､ 外 で の 観察会 となり ますの で 小 学生 以 下 の方 の参加 は ご遠慮 < だ さい .

主 催 重 体紹 介 M E : ー O N 会 員 とi去

芸 財団法人みやぎ･ 環境とくら レネッ トワ ー ク
冨 Miy a gi E n vir o n m e n ta一Lif e O u t- r e a c h N e t w o r k ( M E L O N )
@

冨 誕 生 の き っ かけは､ 1 9 9 2 年 の 地 球サミ ッ ト. ｢ 世 界
･ で は こ んなにたくさん の人たちが環境を考えて い る｡
ぐ

噂 み やぎで も環境を考え､ 地 球 を守りたい o ｣ そん な思

慧霊 M E L O N の 活動は会員に支えられて い ますD 会 員募集中 で

霊芝 M E し O N 会昌特典
芸芸 * M E L O N 主 催イベ ン トに会員割引で参加
警竺 に ご入会 いた だいて も ､ そ のEj か ら適用 され
･ヾ.I ､■
敬 啓 * ゴ ミや水 ､ 緑 ･ 食 ､

自然 エ ネ ル ギ
ー

な
､さ

':

I芸芸 イベ ン トの 企画や勉強会 に参加でき

慧慧 * ボラ ン テ ィ アや 部会に参 加する毎害 いから､ 翌 9 3 年 に 県内 5 つ の 共同組合が母体とな っ 芸
率

竺 5 個集 まると 1 , 0 0 0 円分 の M E L O
ミ･■:･
静 ⑳ * 年 5 匡暮M E L O N の 活 動や環境情報
b
T く-
忘 瀞 * メ

ー

ル ア ドレ スを登録 をすると､ 情

冨芸 ス ト M E L O N n e t に参 加できますo

冨芸【年会費】 個人 ･ 任意 壇体 : 2 , 0 0 0 円

芸 て
､ 多 く の 市 民や研究者 ､

企 業 ､
Eil体

芸 で つくられた環鏡 N G O で す o

芸 各種環境イ ベ ン ト
･ 含蓄座 の 開催､ 水 や

芸 ごみに関する調査活動､ 政策提言な ど

霊
感
を行 っ て い ます o

噂 数
奇

⑳ 法 人 : 2 0 , 0 0 0 円 1 8 歳




